地域包括支援センター次期運営事業者公募に向けた情報提供依頼（RFI）実施要領

1. 趣旨・目的
本市では、現在運営を委託している地域包括支援センター（以下、「センター」という。）について、令和9年3月末日をもって現行の委託期間が満了を迎えます。
本市としては、市民生活に直結する包括ケアサービスの空白を絶対に回避するとともに、深刻な専門人材不足といった民間事業者の実情を最大限に反映した、実効性の高い次期プロポーザル（公募選定）を実施したいと考えております。
つきましては、仕様書の策定および予算編成にあたり、民間事業者の皆様の客観的な知見、意向、および対応可能性を把握することを目的として、本情報提供依頼（RFI）を実施いたします。

2. 対象事業者
本市のセンターの次期運営に関心、または応募の意思を有する法人（社会福祉法人、医療法人、公益法人等）

3. 情報提供を求める内容（質問項目）
具体的な回答は、別紙「回答様式（アンケート）」にご記入をお願いいたします。

(1）専門人材の確保および体制維持について
 ・次期契約において、センター全体で25名の専門職（保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャー・リハビリテーション職等）の確保・維持を求めた場合の、貴法人における確保の見通しや課題。
 ・人材確保の手段として、1法人単独ではなく、複数の法人が連携して応募・運営を行う「共同企業体（JV）方式」を解禁した場合の応募意欲および評価。
(2）現職員の雇用継続・引き継ぎについて
 ・事業者が変更（現事業者から新事業者へ交代）となった場合、現在センターに勤務している職員（専門職等）の雇用継続（転籍の受け入れ等）について、新事業者として対応可能か、またその際の課題。
(3）センター事務所について
・センター事務所を、市が用意する施設ではなく、受託者が用意することについての可否と課題。
(4) センター運営業務（別表１「地域支援事業 包括的支援事業（地域包括支援センターの運営）」）に密接に関連する他の事業（別表２「現受注者に委託している地域包括支援センター運営業務に関連する事業」のとおり）を運営業務と１本の契約にした場合、応募の可能性。応募できない場合の理由。
(5）その他
 ・現在のセンターに関する意見、および次期公募に参加するにあたっての要望等。


 4. 実施スケジュール
本RFIは、書面による回答（文書）および個別面談（ヒアリング）を組み合わせて実施します。

	手続き
	期間・日時(想定)
	備考

	本要領の公表・配布
	令和8年5月29日
	市ホームページ掲載・対象法人へ送付

	個別面談（参加申込締切）
	令和8年6月10日
	別紙申込書をメール提出

	個別面談（ヒアリング）の実施
（希望事業者のみ）
	令和8年6月15日～19日
	1社あたり45〜60分程度（完全非公開）

	回答様式（文書）の提出締切
	令和8年6月30日
	郵送またはメール提出



5. 個別面談（ヒアリング）の実施について
[bookmark: _GoBack]事業者様の具体的な提案背景や、書面（紙）には記載しにくい経営上の課題・本音等をきめ細かくお伺いするため、個別面談を実施いたします。（希望事業者のみ実施。）
 ・対象：本RFIに関心があり、面談を希望する事業者
 ・方法：1社ずつの個別対面方式（またはオンライン方式）。
 ・取扱：面談内容は非公開とし、各事業者の知的財産や経営秘密に配慮いたします。

6. 法的取扱いおよび留意事項
 ・本RFIは、次期プロポーザルの仕様書策定および予算編成のための参考とするものであり、将来の公募における採点や事業者選定等に影響を与えるものではありません。
 ・本RFIへの参加・不参加が、今後の公募における有利・不利に働くことは一切ありません。
 ・情報提供に要する一切の費用（書類作成、面談出席等）は、参加事業者の負担としま す。
 ・ご提出いただいた情報（文書・面談内容）は、目的外に使用することはありません。ただし、特定の法人名が識別できない形（統計データ等）に加工した上で、議会等への説明資料として使用する場合があります。

7. 提出先・お問い合わせ窓口
大東市 高齢介護室 高齢支援グループ（担当：泉）
住所：〒574-8555　大東市谷川一丁目1-1
TEL：072-870-0513
E-mail：koureisien@city.daito.lg.jp
